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5. 人的資源 

【人材の不足】 

≪従業員の不足感は個々数年で非常に高まっており、中小企業・小規模事業者は人材の

質・量ともに不足している。≫ 

中小企業・小規模事業者の従業員の不足感は、全国的に高まっており、特にこの数年

はその傾向に拍車がかかっている。本白書による調査でも、人材の確保状況について、

「十分確保できている」や「十分ではないが確保できている」と回答した者の割合は 5

割に満たず、中小企業・小規模事業者は人材を十分確保できていない状況である。 

三重県内の労働市場においても同様で、県内の中小企業・小規模事業者は人材確保が

重要な経営課題となっている。 

 

図 18 中小企業・小規模事業者の従業員過不足 DI の推移（業種別） 

（２０１５年版中小企業白書 P186 より） 

 

図 19 三重県内の有効求人倍率、求人数、求職者数の推移 

（三重県内経済情勢 平成 27 年 11 月の指標より） 
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【人材確保ができている企業の取組】 

≪人材確保ができている企業の取組として特徴的な点は、人材獲得のためのノウハウ・手段

が社内に蓄積できている事である。≫ 

中小企業・小規模事業者のうち人材が確保できている企業と人材が確保できていない

企業の特徴を見ていくと、ともに「仕事のやりがい」、「職場環境への配慮」等が高い数値

を示しており、企業としてこれらの項目に重点的に取り組んでいると言える。 

しかし、こうした項目については、「人材が確保できている企業」と「人材が確保でき

ていない企業」において大きな違いは見られない。「人材が確保できている企業」と「人

材が確保できていない企業」の取組について顕著な差がみられるのは「人材確保のための

ノウハウ・手段」である。 

一般に言われている労働条件や賃金に加えて、企業としての採用力ともいうべき、人材

確保の手段・ノウハウを身につけることが、まず中小企業・小規模事業者が取り組むべき

課題であると言える。 

 

図 20 人材が確保できている企業と出来ていない企業の特徴 

（２０１５年版中小企業白書 P213 より） 
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【人材の定着に向けた取組】 

≪中小企業・小規模事業者において就業者の離職率が高く、採用とともに人材の定着率向

上と企業側の人材育成の体制整備が喫緊の課題である。≫ 

中小企業・小規模事業者にとって人材確保にあたり採用と合わせて重要な課題は、就

業者の定着率向上である。特に小規模事業者においては、新卒採用の過半数が入社 3 年

以内に離職している。 

また、定着率改善・人材育成のための課題として企業側に人材育成・指導を行う社員

や人的余裕がないことが挙げられる。 

 

図 21 中小企業における就業者の離職率（3 年目） 

 （２０１５年版中小企業白書 P220 より）  

 

図 22 中核人材の育成に関する課題（２０１５年版中小企業白書概要 P17 より） 
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【人的資源充実に関する事例】 

 本白書では、人的資源の充実に向けて下記のような事例を交えて課題解決の手法を紹介

している。ここでは、当地域の情勢にあわせ地域挙げた人材育成、定着の取組を事例とし

て紹介する。 

 多様な人材の採用 

女性、シニア、外国人などの多様な人材の活用と企業側の受入体制（柔軟な勤務

体制）を充実し、不足する人的資源を充実させる。 

 採用条件の明確化と開示による新卒従業員の定着率向上 

企業自身が必要な人材像を明確にして候補者に明示することで、ミスマッチを防

ぎ定着率を向上させる。 

 熟練従業員を活用した指導教育（メンター制度） 

 自社や大手メーカーの定年退職者を若手指導員として採用し人材育成に注力する

ことで、人材の質的向上をはかる。 

 

① 地域人材バンク「あきたかコンソ」 

—２０１５年版中小企業白書 事例 2-1-7（P254）— 

広島県安芸高田市のあきたかたコンソは、NPO 法人キャリアプロジェクト広島を中

心に、各機関が連携して形成されたコンソーシアム（組織）である。地域人材の育成

のため「経営者・人事担当者の情報交換会＆交流会」、「合同研修会の開催（Off-

JT）」、「企業間ローテーション（OJT）」の３つの活動を行っている。 

「経営者・人事担当者の情報交換＆交流会」では、企業の人材育成や経営課題を話

し合い、交流会を交えながら安芸高田市に適した地域人材育成の在り方を、地域全体

で作り上げるための雰囲気を醸成する。 

「合同研修会の開催（Off-JT）」では、地域の企業が抱える人材育成に関する課題

を解決するために、合同セミナーや個社単位では実施することが難しいグループワー

クを中心にした研修を行う。これを通し各社の従業員同士が交流を持つ。 

「企業間ローテーション（OJT）」は、あきたかたコンソに登録している企業間で、

「人員の過不足を補完する」、「将来を担う人材を育成する」等といった目的で、一定

期間に渡り、人材を送り出したり受け入れたりする仕組みである。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 


